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実践研究報告書要旨 
 
地域連携を深めるための効果的なコーディネートの在り方を探る 
－PTA と学校の連携の充実－ 
 
馬場 克（教育経営探究コース：現職教員） 
 
1 研究テーマの設定の理由 
子どもたちの生きる力は，学校だけで育まれるものではない。家庭における教育はもちろんのこと，
地域社会において様々な経験を重ねていく中で育まれる。しかし，いま，社会変動に伴う生活環境の
変化などによる地域社会や家庭の教育力の低下，教育の役割分担の困難さなどが指摘されている。こ
のような中，過剰な期待を担うことになった学校も機能障害を起こしており，様々な問題への対応が
困難な状況にある。 
一方， 2015 年の中央教育審議会答申において，学校と地域が目標を共有しながら相互に連携・協
働し,社会総掛かりで子どもの教育の実現を図る必要性が述べられるなど，近年，学校と地域社会の連
携や協働の充実が求められている。 
学校が連携・協働を図っている社会教育団体に PTA がある。PTA は，保護者が主たる構成員である
ために学校との距離も近く，より深い連携・協働を図る可能性を有する。しかし，PTA 役員以外の参
画が少ない，役員の引き受け手がいない，活動に参加する余裕がないなどの問題が見られる。毎年同
じ活動を繰り返すなど運営が形式化しており，会員の自主性を引き出し活発な活動を行う点で困難を
抱えているという指摘もある。このように様々な問題が指摘される PTA であるが，子どもの健全育成
に大きな役割を果たしうることに間違いはない。PTA には多様な人材が集まっており，多様な活動が
ある。そこで自分にないものを学び取ることができる。保護者同士が活動を通じて知り合いになり，
子育ての悩みを相談したり情報を共有したりすることは，家庭の教育力の向上につながる。教員と保
護者の間でも様々な情報を共有でき，それらを子どもの教育に反映させることが可能になる。複雑化・
多様化する諸課題に学校だけで対応することが困難な状況の中，家庭と学校が，教育の充実と向上に
向けて連携・協働することが求められる。そのためには，PTA と学校が，主体性や自主性を高めなが
ら活動を充実させ，連携・協働を広げたり深めたりすることが重要になると考えられる。 
しかし，もともと家庭や学校，地域社会は，相互につながりあう装置を内部に有しているわけでは
ない。そこで，家庭と学校，地域社会をつなぐシステム，相互につながり合う装置を形成することの
必要性を，上野（2010）は指摘する。そして，相互につながり合うシステムを構築するには，相互の
つながりを調整するコーディネートが不可欠となる。中央教育審議会答申等でも，学校と地域住民を
つなぐコーディネーターの育成，マネジメント力をもった管理職・教員の育成と配置，地域連携のた
めの学校のコーディネート機能の強化，学校と地域の双方への連携・協働を推進する窓口となる人材
の配置などが求められている。このように，家庭や地域との連携を進めるうえで，学校側からも連携・
協働のためのコーディネートを行い，その充実を図っていくことが求められるのである。これらのこ
とから，研究テーマとして『地域連携を深めるための効果的なコーディネートの在り方を探る－PTA
と学校の連携の充実－』を設定し，PTA と学校の効果的な連携の在り方，そのためのコーディネート
の在り方について研究を進めるに至った。 
 
2 先行研究の分析 
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 地域社会や PTA と学校の連携に関する大塚（2014）や浜田（2012）等の先行研究からは， PTA 及び
PTA と学校の連携の充実を図るための次のような論点が見出される。 
・ 相互理解を生み出し，連携を深めるために，学校－地域間の組織的な関係を築くことができる場
（教員，保護者，地域住民が活動や経験を共有する場，協力関係を生み出す場）を設定する。 
・ 会員の欲求を満たし，自発的な参加意欲を高めるために，会員相互の意見交換（話し合い）の場
を積極的に設定する。そして，その中で出た役員や会員，教員の声，合意されたことを尊重し，活
動へ反映させる。 
・ 会員の参加意識を高めるために，気楽にやれる雰囲気，何でも言える雰囲気，楽しいと思える雰
囲気を醸成する。 
・ 活動の充実，改善につなげるために，問題点や課題を認識し共有する場を設定する。 
・ 会員の自発的な参加意欲を高めるために，目的や意義，めざす姿を認識・共有させる。 
・ 連携を継続，充実させていくために，課題意識やアイデアが生み出される場，思いやアイデアが
引き継がれる場をつくり出す。 
・ 会員の充実感や次の活動への意欲を高めるために，成果を振り返り共通認識する場を設定する。 
・ 活動への参加を促すために，活動状況や活動内容を役員のみでなく，すべての会員へ広報する。 
 
3 研究の目的と方法 
本研究の目的は，家庭と地域社会，学校が連携するシステムの構築が求められる中，地域の一組織
である PTA と学校の連携を充実させるコーディネートの在り方を探ることである。連携に課題のみら
れる PTA と学校では，自らコーディネート機能を発揮しながら活動を創出，実践することは困難であ
ると判断できる。そこでは，急激な変化を求めるのではなく，まずは，「やれそうだ」，「やってみよう」，
「やろう」などという主体的，自主的な意識を PTA 役員や教員に醸成することが前提となろう。活動
や連携に形式化が見られる所属小学校においても，PTA 役員同士や PTA 役員と教員をつなぎ，話し合
い活動を充実させるなどのコーディネートを積極的に行う必要がある。それが，PTA 役員や教員の主
体的，自主的な意識を高め，PTA 活動や PTA と学校の連携をより充実させていくと考えられる。 
そこで本研究では，前述の先行研究の分析から見出された論点をもとに，次のような分析の視点を
設定した。これらの視点に沿って所属小学校の実態に即した方策とそのための具体的なコーディネー
トを考察，実践するとともに，成果や課題を分析し，主体的，自主的な意識を醸成するための効果的
なコーディネートの在り方を明らかにしていった。 
 
分析の視点 1  
PTA 役員と教員，PTA 役員同士の理解・共感を涵養するための方策とコーディネートの在り方 
 ① 教員及び PTA 役員の思いや考え，アイデア等を伝達，調整しながら意思の疎通やコミュニ 
ケーションを深めるには，どのような手立てが効果的であるか。 
② 教員や PTA 役員が自分の考えやアイデアをもって話し合いに参加し，それらを反映させる
には，事前にどのような手立てを取ることが効果的であるか。 
 ③ 話し合い活動の活性化を図るために，ファシリテーションの手法を取り入れることは効果 
的であるか。 
分析の視点 2 
PTA 及び PTA と学校の連携の意義や効果を共有化するための方策とコーディネートの在り方 
 ① 意義や効果を認識したうえで活動に参加できるようにするには，いかなる場面で，いかな 
  る手立てを取り入れることが効果的であるか。 
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 ② PTA 役員や教員のみでなく保護者全体に意義や効果を知らせ，参加意識を高めるにはどの 
  ような手立てが効果的であるか。 
分析の視点 3 
活動の成果や課題を振り返り，次の活動や次年度以降に引き継ぐための方策とコーディネー 
トの在り方 
 ① 成果や課題を振り返る活動では，いかなる視点で話し合いを進めるのが効果的であるか。 
 ② 振り返り，明確にした成果や課題を，次年度以降の活動への意欲や活動の改善につなげる 
には，いかなる手立てが効果的であるか。 
 
4 主体的，自主的な意識を醸成するためのコーディネートの実践と成果 
（1） 分析の視点 1-①について 
まず，PTA 会長と校長，筆者での事前の打ち合わせを設定し，PTA と学校の連携での問題点や課題，
取り組みの目的，1 年間の方向性，活動の流れ等について共有できるようにした。それらを PTA 総務
委員会や PTA 理事会，学校の職員会議で伝え，了承を得ることで，PTA 役員や教員間で共通認識でき
るようにした。 
PTA 理事会の中に年 2 回の話し合い活動「チャレンジ話し合い」を設定した。第 1 回「チャレンジ
話し合い」では， PTA をよりよく，より楽しくするアイデアを考えるというテーマで，PTA の専門部
ごとにグループをつくり話し合った。第 2 回「チャレンジ話し合い」では，専門部ごとのグループで，
1 年間の活動を振り返った。それらに向けた事前の準備や提案・説明等を通しても，PTA 役員と教員を
つなぐことをねらった。さらに，話し合い活動の活性化を図るために教員が進行役として参加すると
いう役割を設定した。教員が効果的にその役割を果たせるように，事前に，文書を活用しながら話し
合いの趣旨と活動の流れ，作業内容，教員の役割・動きを説明して理解させた。また，進行役を務め
る際に活用できるよう，事前に教員から話し合いのテーマについてのアイデアや PTA への要望を募り，
資料にまとめて配布した。 
（成果） 
事前の打ち合わせでは，何でも言える雰囲気をつくり出す，発言を引き出す，意見をまとめるなど
のコーディネートを行うことにより，気楽な雰囲気の中，思いや考え，要望等を自由に述べ合いなが
ら，問題点や課題，取り組みの目的，1 年間の方向性，取り組みの内容等について確認し，共有する
ことができた。これらについて PTA 役員や教員に説明・提案することで，PTA 役員と教員をつなぎ，
共通の認識をもたせることができた。説明・提案を行う場面では，事前の打ち合わせで共有を図って
いたために，PTA 会長と校長，筆者の 3 人で一貫した説明・提案を行うことができた。 
話し合い活動の実践に向けてプリントやスライド等を活用しながら説明を綿密に行う，教員に進行
役を務めさせて参加者の発言を引き出すなどのコーディネートを行うことにより，参加者の活発なコ
ミュニケーションを実現することができた。このことは，「チャレンジ話し合い」でのワークシート
に貼られた付箋の数や記述の内容，活動後に参加者が記述した感想の内容からも見て取れた。また，
教員Ａへのインタビューでは，進行役としての役割を意識して話し合いを引っぱったこと，学校・教
師側の思いや考えを伝えながら話し合いを展開させたこと，参加者の間で意見の交流が活発に行われ
たことなどが分かった。これらのコーディネートが，PTA 役員と教員，PTA 役員同士をつなぎ，コミュ
ニメーションを深め，理解・共感を涵養することにつながったと推察できる。 
（2）  分析の視点 1-②について 
事前にプリントや説明用スライドを使って説明する，事前にワークシートを配布して考えやアイデ 
アを書き込んでおけるようにするなどの手立てをとった。また，アイデアを考える際に活用できるよ
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うに，参考になる資料や前回の話し合いで出された意見等を筆者で整理・集約して配布した。実際の
話し合いの前には，個人で付箋にアイデアや考えを記述する時間を設定した。 
（成果） 
丁寧な説明により，参加者は心構えや自分なりの考えをもって話し合いに参加できた様子であった。
話し合いに移る前に個人で付箋に記述する時間を設けたことで，すべての者が自分なりのアイデアや
考えをもったうえで話し合いに臨むことができた。複数の付箋を準備する者も多く見られた。話し合
いで活用した付箋への記述や活動後に参加者が記述した感想からも，楽しみながら意見の交流が行わ
れたこと，また，話し合いの目的に沿った充実した活動が展開されたことが分かった。 
（3）  分析の視点 1-③について 
「チャレンジ話し合い」に，ブレーンストーミングや KJ 法などのファシリテーションの手法を取り
入れた。まず，話し合いの題目，目的，グループの型，活動の流れや内容，時間配分，話し合いの視
点や注意すること等を検討し，決定した。スライドやプリント等を準備し，活用しながらそれらを説
明することで参加者の理解を図った。話し合いの中には，付箋を広用紙に貼りながら紹介し合う活動，
似た内容の付箋をグループ分けする作業等を仕組んだ。 
（成果） 
写真やイラストを挿入したスライドやプリント等を活用して丁寧に説明したために，参加者は，目
的や活動内容，手順等を把握でき，安心して活動に臨めた様子であった。また，アイスブレイクや付
箋へのアイデア・考えの記述，付箋を広用紙に貼りながら紹介し合う活動，付箋をグループ分けする
作業等により，参加者は和やかな雰囲気の中，体を動かし，活発に意見を述べ合うことができていた。
楽しみながら活動に取り組めたこと，また，そこから充実感を味わえたことは，参加者が活動後に記
述した感想からも見て取れた。活動後の感想の記述から，このような形での話し合いを初めて経験す
る者が多くいたこと，また，大部分の者が,他者と交流できたことやアイデアを出せたこと，自分と異
なる様々な考えに触れられたことによろこびを感じたことが分かった。 
（4）  分析の視点 2-①について 
「チャレンジ話し合い」に向けて，説明用のスライド及びプリントを作成した。その中で，PTA 及
び PTA と学校の連携の「よさ」（意義や効果）を図で示し，視覚的に理解できるようにした。第 1 回「チ
ャレンジ話し合い」に向けては，話し合い活動でアイデアを考える際の視点として，「児童」，「PTA 役
員」，「保護者」，「教員」，「学校」，「地域住民」の立場を示した。それらの立場の人々が楽しめる PTA
にするためのアイデアを考え，分類する作業を通して，PTA 及び PTA と学校の連携が，だれの，何の
役に立っているのかという視点で意義や効果を認識させることをねらった。  
（成果） 
第 2 回「チャレンジ話し合い」では，平成 29 年度の活動の成果や工夫，がんばり，充実に向けての
アイデア，助言などについて話し合った。「やってよかった」と思うことについて，「知り合いが増
えた」，「コミュニケーションを図れた」，「子どもたちの様子を知ることができた」，「学校のこ
とを知ることができた」など，PTA 活動や学校との連携から得られた成果を述べる意見がみられた。
これらは，PTA の意義につながるものである。また，「実現できる，できないは別にして，まずは意
見を出し合うことが大事だと思った」という意見は，話し合うことの意義を認識したうえでの意見で
ある。11 月末実施の PTA 役員へのアンケート調査でも， PTA の意義や効果を述べる数多くの記述が見
られた。このことからも，話し合い活動に向けての説明や話し合いでの意見の交流・共有などの本研
究の実践が，意義や効果を認識させるうえで一定の効果をもたらしたことが分かる。 
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（5）  分析の視点 2-②について 
「チャレンジ話し合い」後には，話し合い活動の様子や出された意見などをまとめた通信（「楽
たの
Ｐ通
信」）を作成し，すべての PTA 役員や教員，保護者に配布した。その際，PTA 役員や教員，保護者が PTA
及び PTA と学校の連携の意義や効果を認識できるように，話し合い活動で出されたアイデア等を，「だ
れのなんのための活動であるか」という視点で分類した図を掲載するなどした。また，写真等を挿入
しながら参加者が楽しく活発に活動している様子も伝えた。 
（成果） 
通信の発行によって，活動の様子や話し合いで出された意見・アイデア，話し合いの成果などをす
べての保護者や教員に伝えたことは，PTA 活動への理解と共感を涵養することにつながったと推察で
きる。役員をしていない保護者へのインタビューからは，通信を読むことにより，これまでになかっ
た話し合い活動の様子に関心を高めたこと，アイデア等を「だれのなんのための活動であるか」の視
点で分類した図から，PTA の活動が様々な立場の人々や学校のためになるという認識をもてたことが
分かった。これらが，PTA 活動への参加意識を高めることにつながると考えられる。 
（6）  分析の視点 3-①について 
第 2 回「チャレンジ話し合い」として，1 年間の活動を振り返る話し合い活動を仕組んだ。活動の
成果や工夫，がんばり，充実に向けてのアイデアなどについて話し合えるように項目を工夫した。楽
しかった，やってよかったという充実感を味わわせ，活動への意欲を高めるために「工夫したこと」，
「がんばったこと」，「やってよかったこと」の項目を設定した。また，次年度に引き継ぐために「ア
イデア」，「アドバイス（助言）」の項目を設定した。 
（成果） 
参加者は，第 1 回「チャレンジ話し合い」での経験をいかし，和やかな雰囲気の中，積極的にコミ
ュニケーションを図りながら話し合いを進めることができていた。「やってよかった」と思うことに
ついては，PTA 活動及び PTA と学校の連携の成果(意義)を述べる意見や話し合うことの重要性を述べ
る意見が出された。「アイデア」については，所属する専門部の活動や PTA 全体をより充実させるため
の意見が出された。また，第 1 回「チャレンジ話し合い」で出されたアイデアを参考にした意見も見
られた。設定した各項目が，それまでの活動での経験や得られた知識をいかしながら話し合うのに効
果的なものであったと推察できる。また，「工夫したこと」や「がんばったこと」，「やってよかった
こと」について振り返ることで，有用感や充実感をあらためて味わうことができたと考えられる。 
（7）  分析の視点 3-②について 
第 2 回「チャレンジ話し合い」で出された活動の成果や工夫，がんばり，充実に向けてのアイデア，
アドバイス（助言）を一覧にまとめ，PTA 役員及び教員に配布して共有させた。2 月開催の新旧総務委
員会では，今年度 PTA 役員と次年度 PTA 役員に配布して，引き継ぎにいかせるようにした。 
（成果） 
次年度の PTA 総会まで時間的な余裕のある時期に，また，新しい PTA 役員での話し合いが始める前
の時期に，成果や工夫，充実に向けてのアイデア，アドバイス（助言）等の引き継ぎを行ったことは，
充実させることへの新役員の意欲の喚起・意識付け，それをもとにした新役員での話し合いの実現に
効果的であったと考えられる。 
 
5 総括 
本研究でのコーディネートを通して，既述のような成果が見られた。4 月 13 日と 11 月 29 日に，PTA
役員に対してアンケート調査を実施した。「PTA の中で，アイデアを出したり，話し合ったりして，PTA
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を変えていこうという思いをもっているか」の問いに対して，「もっている」，「少しもっている」と答
えた者の割合が，4 月調査では 59％であったが，11 月調査では 86％と，27 ポイントの伸びがみられ
た。このことからも，本研究での方策及びコーディネートが，PTA 役員や教員の主体的，自主的な意
識を醸成することに一定の効果をもたらしたと捉えることができる。 
課題としては，次の点があげられる。 
① 教員と PTA 役員とのつながりをより充実させ，さらなる相互理解と共感を涵養する。 
② 教員や PTA 役員が，引き継いだことをいかしつつ，PTA 及び PTA と学校の連携を充実させるため
の具体的な取り組みを話し合ったり，実践に移行したりできるようにする。 
今後は，これらの課題の解決に向けたコーディネートを行い，PTA と学校の連携のさらなる充実を
図っていくことが必要であると考える。 
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